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平成２５年度定期監査の結果について（報告） 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく定期監査を執行したので、同条第９項

の規定により、その結果を次のとおり報告します。 
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平 成 ２ ５ 年 度 定 期 監 査 結 果（その２） 

 

 

Ⅰ 監査の対象 

１ 経済部 

 産業雇用課、商業観光課、農業振興課 

 

２ 農業委員会 

 農業委員会事務局 

 

３  福祉部 

  社会福祉課、障がい者福祉課、子育て支援課、保育課、高齢者福祉課 

 

４ 健康医療部 

国保年金課、医療体制推進課、健康づくり推進課 

 
５ 建設部 

 まちづくり課、大利根区画整理事務所、建築開発課、道路課、治水課 

 

 

Ⅱ 監査の期間 

平成２５年９月２４日～平成２５年１１月２０日 

 

 

Ⅲ 監査の範囲及び基準日 

平成２５年４月１日から平成２５年９月３０日までの財務に関する事務の執行状況

及び経営に係る事業の管理状況 

  

 

Ⅳ 監査の方法 

財務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理について、関係法令等に準拠し適

正、かつ、経済的、効率的に行われているか、さらには目的に対し有効に働いているか

について監査した。 

実施に当たっては、必要な資料及び関係書類の提出を求め、関係職員の説明を聴取し

て行った。 
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Ⅴ 監査の結果 

   財務関係事務が関係法令等に準拠して執行されているか否かを共通着眼点として主要

事業の実施状況、予算執行状況、契約状況、契約方法及び内容等について執行調書、帳

票及び簿冊をもとに照合を行った。また、事務事業は、目的・目標に向かって取り組み、

能率的、効率的に行われ達成されているか等についても確認を行った。 

   その結果、予算の執行状況や事務事業等については、おおむね適正かつ効率的に執行

されていたことを確認した。 

   加須市総合振興計画基本構想では、将来都市像を『水と緑と文化の調和した 元気都市』

とし、６つの基本目標として「健やかで豊かな心を育むまちづくり、健康で安心して住

み続けるまちづくり、安全で快適・便利なまちづくり、豊かな自然と快適な環境のまち

づくり、活力ある産業のまちづくり、地域の力で自立したまちづくり」を掲げ、そのま

ちづくりの柱の下に数多くの施策が掲げられている。 

   今後とも、これらの諸施策を「加須やぐるまマネジメントサイクル」（Ｐ（計画）－Ｄ

（実行）－Ｃ（評価）－Ａ（見直し））による行政評価・進行管理を適切に行ない、限ら

れた財源や経営資源を効果的に活用し、市民の期待に応えられるよう諸施策を実現して

いただきたい。 

   なお、本監査における各課の所掌事務への主な意見は次のとおりである。 
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１ 経済部 

 

（１）産業雇用課 

  ① 市民の就業機会の創出や地域産業の活性化のため、引き続き産業用地候補地及び既

存空区画への企業誘致を図られたい。 

② 市民の就業支援については、有効活用が図られている「加須市ふるさとハローワー

ク」とさらに連携を密にするとともに、同ハローワークや市内企業からの情報を市民

に提供し就業につなげられたい。 

③ シルバー人材センター支援については、既に掲げた事務改善策を着実に実施し、 

 同センターが安定的に運営できるよう引き続き指導に当たられたい。 

 

 

（２）商業観光課 

         賑わい創出については、工夫されてさまざまな事業に取り組まれ、効果もでているが、

近隣の大規模店の出店等もあり、厳しい状況である。 

賑わいの創出には、商店街（商店会）が自分たちのこととして考え、主婦、大学生な

ど元気のある消費者からアイディアを募るなど、消費者ニーズに基づき魅力ある商店街

を形成していく必要がある。引き続き賑わい創出がなされるよう支援されたい。 

 

 

（３）農業振興課 

       ① 農業の課題については、担い手の問題（担い手の育成、集落営農の組織化、農業公

社の機能の充実）、経営基盤の問題（ほ場整備、農地の集積）といった「人と農地」に

絡むものであり、平成２４年度に策定した「農業振興ビジョン」と今後作成される市

内各地域の特性に応じた「人・農地プラン」を着実に実行することにより、競争力が

あって元気のある加須市の農業の振興に努められたい。 

      ② 農業従事者の高齢化、後継者不足による遊休農地の大量発生が今後予測されるなか、

農業公社の充実が期待されている。今後予定されている農業公社の法人化と公社体制

の強化に努められたい。 

 

２ 農業委員会 

 

   農業委員会事務局 

   優良農地を守るため、耕作放棄地を解消すべく耕作放棄地対策協議会とともに尽力さ

れたい。 
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３ 福祉部 

 

（１）社会福祉課 

  ① 災害時要援護者支援事業については、支援者の確保が急務である。地域コミュニテ   

ィーが薄れている現在、その確保は困難であるが、地域が自らの問題として考え運営

できるよう引き続き支援されたい。なお、名簿の管理等においては、個人情報の管理

は厳密にしなければならないが、有効に使用できるよう工夫され実施されたい。 

  ② 生活保護費について、一時所得による返還金が生じることのないよう毎月の収入申

告を引き続き指導されたい。 

  ③ 地域ささえあいプラン（地域福祉計画）については、関係する諸団体にも周知し、 

その活動に生かされたい。 

 

 

（２）障がい者福祉課 

      障がい者を取り巻く法制度の改正に対し、遺漏のないよう進められたい。 

 

 

（３）子育て支援課 

    ① 安心して産み育てられる環境を整えるため、引き続き地域との協働のもと、子育て 

支援センターや子育てサロンの充実と親支援プログラムの実施を図られたい。 

  ② 年々増加する児童虐待の未然防止のため、引き続き関係機関と連携し対応されたい。 

 

 

（４）保育課 

  ① 引き続き保育所待機児童ゼロの維持に尽力されたい。 

       ② 「子ども・子育て関連３法」の施行に伴う新たな子ども・子育て支援について遺漏

のないよう実施されたい。 

 

 

（５） 高齢者福祉課 

   高齢者を支えるため、地域ブロンズ会議や高齢者ふれあいサロン、介護予防事業につ

いて推進されたい。また、地域の課題は地域自ら考え、行動し、支えるしくみづくりを

リーダー育成などとともに推進されたい。 
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４ 健康医療部 

 

（１）国保年金課 

  ① 最終段階を迎えた国民健康保険税率の一元化について、引き続き尽力されたい。 

  ② 昨年度、国民健康保険一人当たり医療費の伸び率が１％の伸びに収まった。引き続

き医療費の伸び率の減少に努められたい。 

③ 国民健康保険税の収納対策において、短期被保険者証の発行が減少した。また、後期 

 高齢者医療保険料の収納対策においては、短期被保険者証が発行されない状況が維持 

    されている。引き続き休日を含む納付相談、電話催告等収納対策を推進されたい。 

 

 

（２）医療体制推進課 
      限りある医療資源を有効に使い、市民の命と健康を守る地域医療ネットワークについ 

て、引き続き参加する市民と医療機関を増やし、制度の充実を図られたい。 

 

（３）健康づくり推進課 

  ① 「埼玉一の健康寿命のまち」の実現にあたっては、保健師の訪問活動が重要である。

引き続き地域での保健師活動の充実を図られたい。 

   ② 各種検診の受診率向上のため、引き続き市民の声や受診率の高い団体を参考にする

など、地域とともに受診率向上に取り組まれたい。 
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５ 建設部 

 

（１）まちづくり課 

  ①  三俣第二土地区画整理事業の早期完了に向けて、鋭意取り組まれたい。 

     ② 利根川未来パーク、花の楽しめる公園づくりなどにおいて、女性や大学生等アイデ

ィアのある人たちの意見を聴き、元気のある、魅力ある地域となるよう工夫されたい。 

 

 

（２） 大利根区画整理事務所 

  ① 栗橋駅西土地区画整理事業の早期完了に向けて、鋭意取り組まれたい。 

         ② 野中土地区画整理事業については、少数となった未同意地権者の理解を得られるべ

く、引き続ききめ細かな地元対応を図られたい。 

 

 

（３） 建築開発課 

  ① まちのバリアフリー化については、今後ますます進行する高齢化を見据え、将来の

あるべきまちの姿を見定め、着実な普及を図られたい。 

     ② 震災時の被害を減少させるため、対象建物を所有する市民へ、木造住宅耐震改修等 

の補助制度の普及をいっそう図られたい。 

 ③ 市営住宅の未収金の徴収については、公社に管理代行されているが、市も連携して 

  当たられたい。また、徴収できない債権については法的措置も含めて対応されたい。 

 

 

（４） 道路課 

  ① 財政がますます厳しくなる中、橋梁の長寿命化及び耐震化は、今後、中長期にわた

って行政の課題となるものである。そのためにも、平成２４年度に策定した加須市橋

梁整備計画の着実な執行を図るとともに、この計画に含まれない橋梁についても定期

的な点検を図り、安全な道路網の維持に努められたい。 

  ② 単独での随意契約が見られるので、加須市契約規則第３３条に基づき、２者以上の

相手から見積書を徴するなど競争性の確保に努められたい。 
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（５）治水課 

①  最近の異常気象により、今まで経験したことのないような集中豪雨等が各地で発生 

  している。これらに対応するため、道路側溝・排水路の整備、排水機場の適正管理等 

  を推進されたい。 

②  市街地排水路の管理については、主に地元との協働での実施であるが、集中豪雨時 

 に水路の機能が発揮されるべく、普段の点検体制をさらに工夫されたい。 
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